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No. 音 言葉 歌 解説

1 あ あぶと観音
かんのん

子宝
こだから

と　安産
あんざん

祈
いの

る　阿
あぶと

伏兎観音
かんのん

【あぶと観音
かんのん

】毛利
もうり

輝
てる

元
もと

が創建
そうけん

。国
くに

の重要
じゅうよう

文化財
ぶんかざい

。航海
こうかい

安全
あんぜん

、子
こ

授
さず

け・安産
あんざん

祈願所
きがんじょ

。「おっぱい絵馬
えま

」が数
かず

多
おお

く奉納
ほうのう

されている。

2 い いろは丸
まる

幕末
ばくまつ

に  思
おも

いはせれば  いろは丸
まる

【いろは丸
まる

】坂本
さかもと

龍馬
りょうま

率
ひき

いる海援隊
かいえんたい

「いろは丸
まる

」は１８６７年
ねん

４月
がつ

六島
むしま

沖
おき

で紀州
きしゅう

藩
はん

船
せん

「明光
めいこう

丸
まる

」と衝突
しょうとつ

。宇治
うじ

島
じま

の南方
なんぽう

に沈没
ちんぼつ

した。

3 う うずみ 飯
めし

の中
なか

　旨
うま

さ隠
かく

した　うずみごはん 【うずみ】郷土
きょうど

料理
りょうり

。「具
ぐ

を埋
うず

める」から名
な

がついた。江戸
えど

時代
じだい

の倹約
けんやく

政治
せいじ

の下
もと

、具
ぐ

を隠
かく

して食
た

べたためといわれている。

4 え 駅家
えきや

サッサカ えっきゃんと　踊
おど

って楽
たの

しい　駅家
えきや

サッサカ 【駅家
えきや

サッサカ】盆
ぼん

明
あ

け土曜日
どようび

に開催
かいさい

される駅家
えきや

町
ちょう

の祭
まつり

。古
ふる

くから伝承
でんしょう

された盆踊
ぼんおど

りと、新
あたら

しい踊
おど

り「サッサカ」などを中心
ちゅうしん

とした祭
まつり

。

5 お 太田家住宅
おおたけじゅうたく

保命酒の
ほうめいしゅ

　こだわり伝
つた

える　太田
おおた

家
け

住宅
じゅうたく

【太田
おおた

家
け

住宅
じゅうたく

】１８６３年
ねん

尊皇
そんのう

攘夷
じょうい

を主張
しゅちょう

する三条
さんじょう

実美
さねとみ

ら７人
にん

の公家
くげ

が公武
こうぶ

合体
がったい

派
は

に追
お

われる途中
とちゅう

に立
た

ち寄
よ

った旧保命酒屋中村家
きゅうほうめいしゅやなかむらけ

。

6 か 春日池
かすがいけ

備後
びんご

の地
ち

　潤
うるお

す大池
おおいけ

　春日池
かすがいけ

【春日
かすが

池
いけ

】江戸
えど

時代
じだい

初期
しょき

、水野
みずの

勝成
かつなり

により造成
ぞうせい

。「備後
びんご

の三大
さんだい

大池
おおいけ

」のひとつ。「花
はな

菖蒲
しょうぶ

園
えん

」「ばら園
えん

」「冒険
ぼうけん

の国
くに

」等
など

がある。

7 き 義倉
ぎそう

救済
きゅうさい

の　こころを町
まち

に　そそぐ義倉
ぎそう

【義倉
ぎそう

】１８０４年
ねん

全国
ぜんこく

に類
るい

を見
み

ない民間
みんかん

救済
きゅうさい

組織
そしき

として河相
かわい

周
しゅうべえ

兵衛が設立
せつりつ

。今
いま

も志
こころざし

を受
う

け継
つ

ぎ、城見町
しろみちょう

に財団
ざいだん

法人
ほうじん

義倉
ぎそう

がある。

8 く 草戸千軒
くさどせんけん

川底
かわぞこ

に　沈
しず

んだ歴史
れきし

　草戸
くさど

千軒
せんげん

【草戸
くさど

千軒
せんげん

】明王院
みょうおういん

前
まえ

の芦田
あしだ

川
がわ

川底
かわぞこ

に沈
しず

んだ遺跡
いせき

。鎌倉
かまくら

・室町
むろまち

時代
じだい

に門前町
もんぜんちょう

、港町
みなとまち

として栄
さか

えた。出土品
しゅつどひん

のうち２９３０点
てん

が重要
じゅうよう

文化財
ぶんかざい

。

9 け 下駄
げた

晴
は

れるかな　明日
あす

は遠足
えんそく

　飛
と

ばす下駄
げた

【下駄
げた

】日本
にほん

はきもの博物館
はくぶつかん

がある松永
まつなが

地区
ちく

は日本一
にほんいち

の下駄
げた

生産地
せいさんち

。毎年
まいとし

９月
がつ

に「ゲタリンピック」が開催
かいさい

される。

10 こ 蝙蝠山
こうもりやま

美
うつく

しい  城
しろ

が座
ざ

します  こうもりやま 【こうもりやま】福山城
ふくやまじょう

の場所
ばしょ

が蝙蝠
こうもり

山
やま

と呼
よ

ばれ、蝠
ふく

が福
ふく

に通
つう

じ福山
ふくやま

と称された。市章
ししょう

は蝙蝠
こうもり

と山
やま

をかたどっている。

11 さ 相方城
さがたじょう

備後
びんごの

国
くに

　備
そな

えて守
まも

る　相方
さがた

城
じょう

【相
さがた

方城
じょう

跡
あと

】新市町
しんいちちょう

、芦田
あしだ

川
がわ

南岸
なんがん

の通称
つうしょう

城
しろ

山
やま

にある山城
やまじろ

跡
あと

。戦国
せんごく

時代
じだい

末期
まっき

、有
あり

地
ち

氏
し

、毛利氏
もうりし

が在
ざい

城
じょう

したといわれる。県
けん

の史跡
しせき

。

12 し 常夜灯
じょうやとう

瀬戸内
せとうち

を　明
あか

るく照
て

らす　常夜灯
じょうやとう

【常夜灯
じょうやとう

】江戸
えど

時代
じだい

に建
た

てられた灯台
とうだい

で鞆
とも

のシンボル。海中
かいちゅう

の基礎
きそ

から宝珠
ほうじゅ

まで１１ｍあり、港
みなと

の常夜灯
じょうやとう

としては日本一
にほんいち

の規模
きぼ

。

13 す 素盞嗚神社
すさのお　　　じんじゃ

祈
いの

り込
こ

め　茅
ち

の輪
わ

をくぐり　素
すさのお

盞嗚神社
じんじゃ

【素
すさのお

盞嗚尾神社
じんじゃ

】新市町
しんいちちょう

にある神社
じんじゃ

。天武
てんむ

天皇
てんのう

時代
じだい

に建立
こんりゅう

。道真
みちざね

公
こう

を祀
まつ

る本
ほん

地
ち

堂
どう

がある。８月
がつ

８日
にち

に「茅
ち

の輪
わ

くぐり」が行
おこな

われる。

14 せ せんだん まちなかの　マンホールにも　せんだんの木
き

【せんだん】１９７１年
ねん

福山
ふくやま

市
し

の木
き

に制定
せいてい

。春
はる

は淡紫色
たんししょく

の花
はな

、夏
なつ

は緑陰
りょくいん

をなし、秋
あき

は黄葉
こうよう

する。マンホール等
など

にデザインされている。

15 そ 聡敏神社
そうびんじんじゃ

八幡
はちまん

に　静
しず

かにたたずむ　聡
そう

敏
びん

神社
じんじゃ

【聡
そう

敏
びん

神社
じんじゃ

】福山
ふくやま

八幡宮
はちまんぐう

にある水野
みずの

勝成
かつなり

を祀
まつ

った境内
けいだい

社
しゃ

。２代
だい

藩主
はんしゅ

・水野
みずの

勝俊
かつとし

が福山城
ふくやまじょう

内
ない

に建立
こんりゅう

。その後
ご

、福山
ふくやま

八幡宮
はちまんぐう

に移
うつ

された。

16 た 大門貝塚
だいもんかいづか

縄文
じょうもん

の　悠久
ゆうきゅう

 伝
つた

える　大門
だいもん

貝塚
かいづか

【大門
だいもん

貝塚
かいつか

】大門駅
だいもんえき

の西方
せいほう

にある貝塚
かいづか

で縄文
じょうもん

前期
ぜんき

～後期
こうき

の遺跡
いせき

。現在
げんざい

は国道
こくどう

工事
こうじ

で壊滅
かいめつ

。大津
おおつ

野
の

小学校
しょうがっこう

に出土
しゅつど

品
ひん

が展示
てんじ

してある。

17 ち ちりめんじゃこ 元気
げんき

な子
こ

  毎日
まいにち

食
た

べよう  ちりめんじゃこ 【ちりめんじゃこ】シラス（カタクチイワシの稚魚
ちぎょ

）を炊
た

き、乾燥
かんそう

させたもの。６月
がつ

～１２月
がつ

に漁
りょう

が行
おこな

われる。カルシウムを多
おお

く含
ふく

む。

18 つ 釣り人像
つりびと　　　ぞう

待
ま

ちぼうけ  ふっと見上
みあ

げりゃ 釣
つ

り人
びと

像
ぞう

【釣
つ

り人
びと

像
ぞう

】彫刻家
ちょうこくか

、平櫛
ひらくし

田
でん

中
ちゅう

の手
て

による岡倉
おかくら

天心
てんしん

像
ぞう

。１９７５年
ねん

、新幹線
しんかんせん

開通
かいつう

と駅舎
えきしゃ

の落成
らくせい

を記念
きねん

して建立
こんりゅう

。正式名
せいしきめい

は五
いづらちょうじん

浦釣人像
ぞう

。

19 て 天下橋
てんかばし

今昔
こんじゃく

の  にぎわい架
か

ける 天下
てんか

橋
ばし

【天下
てんか

橋
ばし

】江戸
えど

時代
じだい

、福山城
ふくやまじょう

より流
なが

れる運河
うんが

「入
いり

川
かわ

」に架
か

かっていた橋
はし

。京都
きょうと

伏見
ふしみ

城
じょう

の欄干
らんかん

が使
つか

われていた。別名
べつめい

「本橋
ほんばし

」。

20 と 鳶が巣
とび　　　　す

剥
む

き出
だ

しの　岩
いわ

と緑
みどり

の　鳶
とび

が巣
す

風景
ふうけい

【鳶
とび

が巣
す

】内海町
うつみちょう

、田島
たしま

南
みなみ

側
がわ

にある海岸
かいがん

で、県
けん

の自然
しぜん

海浜
かいひん

保全
ほぜん

地区
ちく

に認定
にんてい

。むき出
だ

しの岩
いわ

と緑
みどり

の樹林
じゅりん

は自然
しぜん

美
び

そのもの。

21 な 中川美術館
なかがわびじゅつかん

中国
ちゅうごく

の　名品
めいひん

眠
ねむ

る　中川
なかがわ

美術館
びじゅつかん

【中川
なかがわ

美術館
びじゅつかん

】熊野町
くまのちょう

にある美術館
びじゅつかん

。中国
ちゅうごく

現代
げんだい

美術
びじゅつ

の他
ほか

、漢
かん

から現代
げんだい

における中国
ちゅうごく

陶磁器
とうじき

、硯
すずり

、書
しょ

、銅
どう

車馬
しゃば

などの工芸品
こうげいひん

を展示
てんじ

。

22 に 二上り
にあが

四
よ

つ竹
だけ

を　鳴
な

らして踊
おど

れ　二上
にあが

りおどり 【二上
にあが

り】「福山
ふくやま

夏祭
なつまつ

り」で踊
おど

られる。県
けん

の無形
むけい

民俗
みんぞく

文化財
ぶんかざい

。起源
きげん

は不明
ふめい

だが、江戸
えど

時代
じだい

福山
ふくやま

藩士
はんし

が江戸
えど

より伝
つた

えたと言
い

われている。

23 ぬ 沼名前神社
ぬななくま　　じんじゃ

鞆
とも

に来
き

て  平穏
へいおん

祈
いの

る  沼
ぬな

名
くま

前神社
じんじゃ

【沼
ぬなくま

名前神社
じんじゃ

】「鞆
とも

祇園
ぎおん

」と称
しょう

される神社
じんじゃ

。貴重
きちょう

な文化財
ぶんかざい

が多数
たすう

ある。２月
がつ

には「お弓
ゆみ

神事
しんじ

」７月
がつ

には「お手
て

火
び

まつり」が行
おこな

われる。

24 ね 練り製品
ね　　　せいひん

瀬戸内
せとうち

の　恵
めぐ

み溢
あふ

れる　練
ね

り製品
せいひん

【練
ね

り製品
せいひん

】参勤
さんきん

交代
こうたい

時
じ

、江戸
えど

の妻子
さいし

への土産
みやげ

として作
つく

らせたのが始
はじ

まり。鯛
たい

ちくわ・ガス天
てん

等
など

、鯛
たい

・小魚
こざかな

の加工品
かこうひん

が有名
ゆうめい

。

25 の 能登原
のとはら

とんど 豊作
ほうさく

を　祈
いの

ってぶつかる　能登
のと

原
はら

とんど 【能登
のと

原
はら

とんど】江戸
えど

初期
しょき

、沼隈
ぬまくま

地区
ちく

に伝
つた

わったとされる。無病
むびょう

息災
そくさい

や五穀
ごこく

豊穣
ほうじょう

を願
ねが

い高
たか

さ約
やく

１０ｍのとんどを激
はげ

しくぶつけ合
あ

う。

26 は 服部大池
はっとりおおいけ

夏
なつ

の夜
よ

に　蛍
ほたる

が乱舞
らんぶ

　服部
はっとり

大池
おおいけ

【服部
はっとり

大池
おおいけ

】駅家町
えきやちょう

にあり「備後
びんご

の三大
さんだい

大池
おおいけ

」のひとつ。水野
みずの

勝
かつ

成
なり

が造成
ぞうせい

。工事
こうじ

祈願
きがん

のため少女
しょうじょ

「お糸
いと

」が人柱
ひとばしら

になった伝説
でんせつ

がある。

27 ひ 姫谷焼窯跡
ひめたにやきかまあと

幻
まぼろし

の　名
めい

磁器
じき

　姫
ひめ

谷
たに

焼
やき

【姫
ひめ

谷
たに

焼
やき

窯
かま

跡
あと

】江戸
えど

時代
じだい

初期
しょき

の加茂町
かもちょう

姫
ひめ

谷
たに

の焼
やき

物
もの

は、九谷
くたに

、伊万里
いまり

とともに日本
にほん

初期
しょき

色
いろ

絵
え

磁器
じき

の一
ひと

つとされる。窯
かま

跡
あと

は県
けん

史跡
しせき

に指定
してい

。

28 ふ 福寿会館
ふくじゅかいかん

鰹節
かつおぶしおう

王の　豪華
ごうか

な別荘
べっそう

　福寿
ふくじゅ

会館
かいかん

【福
ふく

寿
じゅ

会館
かいかん

】福山城
ふくやまじょう

公園内
こうえんない

に昭和
しょうわ

初期
しょき

、個人
こじん

別荘
べっそう

として建築
けんちく

。貸
かし

会議室
かいぎしつ

、貸
かし

茶室
ちゃしつ

として現在
げんざい

も使用
しよう

。いくつかの建物
たてもの

が国
くに

の登録
とうろく

有形
ゆうけい

文化財
ぶんかざい

。

29 へ 平家谷
へいけだに

春
はる

の夜
よ

に　椿
つばき

こぼれる　平家
へいけ

谷
だに

【平家
へいけ

谷
だに

】沼隈町
ぬまくまちょう

の横倉
よこくら

地区
ちく

。平
たいらのみちもり

通盛が隠
かく

れ住
す

んだ伝承
でんしょう

がある。平家
へいけ

をしのぶ痕跡
こんせき

が多数
たすう

あり、赤旗
あかはた

神社
じんじゃ

は平家
へいけ

軍旗
ぐんき

の「赤旗
あかはた

」を祀
まつ

る。

30 ほ ほら吹き神事
ふ　　　　　しんじ

無礼講
ぶれいこう

　民
たみ

の楽
たの

しみ　ほら吹
ふ

き神事
しんじ

【ほら吹
ふ

き神事
しんじ

】備後
びんご

一宮
いちのみやきびつじんじゃ

吉備津神社で行
おこな

われる節分
せつぶん

の奇祭
きさい

。鎌倉
かまくら

時代
じだい

、夜
よる

ごもりをしてお国
くに

自慢
じまん

をし合
あ

ったのが始
はじ

まりとされる。

31 ま 桝屋清右衛門宅
ますや　　せいえいもん　　たく

隠
かく

れ部屋
べや

に　維新
いしん

の息吹
いぶき

　桝
ます

屋
や

清
せい

右衛門
えもん

宅
たく

【桝屋
ますや

清
せい

右衛門
えもん

宅
たく

】「いろは丸
まる

事件
じけん

」の際
さい

、桝屋
ますや

清
せい

右衛門
えもん

の支援
しえん

で坂本
さかもと

龍馬
りょうま

と海援隊
かいえんたい

士
し

が宿泊
しゅくはく

。龍馬
りょうま

らが宿泊
しゅくはく

した屋根裏
やねうら

部屋
べや

が現存
げんぞん

。

32 み 水野勝成
みずのかつなり

福山
ふくやま

の  まちを造
つく

った  水野
みずの

勝成
かつなり

【水野
みずの

勝成
かつなり

】福山
ふくやま

藩
はん

初代
しょだい

藩主
はんしゅ

。譜代
ふだい

大名
だいみょう

。徳川
とくがわ

家康
いえやす

の従弟
いとこ

。備後
びんご

十
じゅう

万石
まんごく

に入
にゅう

府
ふ

して、その地
ち

を福山
ふくやま

と命名
めいめい

、福山城
ふくやまじょう

を築
きず

いた。

33 む むろの木歌碑
き　　　かひ

大伴
おおとも

の　嘆
なげ

きを刻
きざ

む　むろの木
き

歌碑
かひ

【むろの木
き

歌碑
かひ

】鞆町
ともちょう

にある歌碑
かひ

。刻
きざ

まれた歌
うた

は万葉
まんよう

秀
しゅう

歌
か

といわれ、７３０年
ねん

大伴旅人
おおとものたびと

が太宰府
だざいふ

役人
やくにん

の任期
にんき

を終
お

え立
た

ち寄
よ

った時
とき

の歌
うた

。

34 め メモリアルパーク 友達
ともだち

と　思
おも

いで作
つく

ろう　メモリアルパーク 【メモリアルパーク】深津
ふかつ

町
ちょう

にある遊園地
ゆうえんち

。「こどもの国
くに

」や「わんぱく広場
ひろば

」、季節
きせつ

によりプールやアイススケート場
じょう

がある。

35 も 木綿橋
もめんばし

荷
に

揚場
あげば

に　人
ひと

が賑
にぎ

わう　木綿
もめん

橋
ばし

【木綿
もめん

橋
はし

】山陽
さんよう

鉄道
てつどう

が建設
けんせつ

されるまで物流
ぶつりゅう

の中心
ちゅうしん

であった福山城
ふくやまじょう

から南東
なんとう

に流
なが

れる運河
うんが

「入
いり

川
かわ

」に架
か

けられた橋
はし

。別名
べつめい

「新橋
しんばし

」。

36 や 山野峡
やまのきょう

雄大
ゆうだい

な　自然
しぜん

の風景
ふうけい

　山野峡
やまのきょう

【山野峡
やまのきょう

】市
し

最北端
さいほくたん

に位置
いち

。「龍頭
りゅうず

の滝
たき

」「四段
よんだん

の滝
たき

」などの滝
たき

や「聖岳
ひじりだけ

」「屏風
びょうぶ

岳
たけ

」などの大岩盤
だいがんばん

が見事
みごと

な景観
けいかん

を見
み

せる。

37 ゆ 夕日
ゆうひ

ぎんぎらと　八尋
やひろ

の山
やま

に　沈
しず

む夕日
ゆうひ

【夕日
ゆうひ

】「ぎんぎんぎらぎら夕日
ゆうひ

が沈
しず

む」で始
はじ

まる童謡
どうよう

「夕日
ゆうひ

」は神辺町
かんなべちょうしゅっしん

出身の葛原
くずはら

しげる作詞
さくし

。神辺
かんなべ

平野
へいや

に沈
しず

む夕日
ゆうひ

を表現
ひょうげん

。

38 よ 吉野山公園
よしのやま　　こうえん

花
はな

かおり　人
ひと

が集
つど

えし　吉野
よしの

山
やま

【吉野山
よしのやま

公園
こうえん

】神辺
かんなべ

城
じょう

北側
きたがわ

の公園
こうえん

で、春
はる

には千
せん

本
ほん

の桜
さくら

、梅雨
つゆ

時
どき

には６百
ぴゃくほん

本のアジサイが咲
さ

く。風景
ふうけい

美
び

は「備後
びんご

吉野
よしの

」と称
しょう

される。

39 ら ラッキョ汽車
きしゃ

鞆
とも

線
せん

の　記憶
きおく

が走
はし

る　ラッキョ汽車
きしゃ

【ラッキョ汽車
きしゃ

】大正
たいしょう

2年
ねん

から昭和
しょうわ

２９年
ねん

まで運行
うんこう

の鞆
とも

鉄道
てつどう

線
せん

。蒸気
じょうき

機関車
きかんしゃ

の煙突
えんとつ

の形
かたち

から「ラッキョ汽車
きしゃ

」と呼
よ

ばれていた。

40 り リーデンローズ バラ色
いろ

の　音楽
おんがく

のしらべ  リーデンローズ 【リーデンローズ】松
まつ

浜
はま

町
ちょう

にある音楽
おんがく

ホール。正式
せいしき

名称
めいしょう

は「ふくやま芸術
げいじゅつ

文化
ぶんか

ホール」。大
だい

ホールと小
しょう

ホールがある。

41 る ルート３１３
さんいちさん

道
みち

行
い

けば　ロマンチックな　ルート３１３
さんいちさん

【ルート３１３】国道
こくどう

３１３号線
ごうせん

は個性的
こせいてき

で優
すぐ

れた観光地
かんこうち

が多
おお

いため「ロマンチック街道
かいどうさんいちさん

３１３」の愛称
あいしょう

で観光
かんこう

振興
しんこう

が行
おこな

われている。

42 れ 廉塾
れんじゅく

詩
うた

を詠
よ

み 廉
れん

塾
じゅく

つくった  菅
かん

茶山
ちゃざん

【廉塾
れんじゅく

】江戸
えど

時代
じだい

後期
こうき

、儒学者
じゅがくしゃ

菅
かん

茶
ちゃ

山
ざん

が開
ひら

いた塾
じゅく

で多
おお

くの文人
ぶんじん

が立
た

ち寄
よ

った。頼
らい

山陽
さんよう

が塾長
じゅくちょう

を努
つと

めた時期
じき

もあるとされる。国
くに

の特別
とくべつ

史跡
しせき

。

43 ろ ローズマインド 助
たす

け合
あ

う　やさしい町
まち

へ　ローズマインド 【ローズマインド】「ばらへの慈
いつく

しみが優
やさ

しさ、思
おも

いやり、助
たす

け合
あ

いの心
こころ

を育
はぐく

み、ばら作
づく

りは優
やさ

しいまちづくりにつながる」という考
かんが

え方
かた

。

44 わ 渡瀬遺跡
わたせ　　いせき

線刻
せんこく

に　弥生
やよい

の生活
せいかつ

　渡瀬
わたせ

遺跡
いせき

【渡瀬
わたせ

遺跡
いせき

】神辺町
かんなべちょう

道上
みちのうえ

小学校
しょうがっこう

の東
ひがし

の渡瀬
わたせ

にて発掘
はっくつ

された遺跡
いせき

。弥生
やよい

時代
じだい

中期
ちゅうき

末
まつ

から後半
こうはん

（１世紀
せいき

前後
ぜんご

）の土器
どき

が発掘
はっくつ

された。
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No. 音 言葉 歌 解説

1 さ 蔵王
ざおう

山
ざん

古墳
こふん

から　歴史
れきし

感
かん

じる　蔵王山
ざおうざん

【蔵王山
ざおうざん

】市街地
しがいち

北側
きたがわ

にある標高
ひょうこう

２２６ｍの山
やま

。山麓
さんろく

部
ぶ

には蔵王
ざおう

原
ばら

遺跡
いせき

があり、十
じゅう

数
すう

基
き

の古墳
こふん

が存在
そんざい

した。

2 ど 堂々
どうどう

川
がわ

砂
すな

留
ど

群
ぐん

防災
ぼうさい

の　気持
きも

ちをつなごう　堂々川
どうどうがわ

砂留
すなど

群
ぐん 【堂々川

どうどうがわ

砂留
すなど

群
ぐん

】福山
ふくやま

藩
はん

により建設
けんせつ

された複数
ふくすう

の砂防
さぼう

ダム。江戸
えど

時代
じだい

造成
ぞうせい

の砂留
すなどめ

では現存
げんぞん

する最大
さいだい

規模
きぼ

のものもあり、日本
にほん

土木
どぼく

史
し

にとって重
じゅ

要
うよう

な遺構
いこう

。国
くに

の登録
とうろく

有形
ゆうけい

文化財
ぶんかざい

に登録
とうろく

。

3 ち 中条
ちゅうじょう

いわし 穴
あな

の海
うみ

　不老
ふろう

の伝説
でんせつ

　中条
ちゅうじょう

いわし
【中条

ちゅうじょう

いわし】神辺町
かんなべちょう

の伝説
でんせつ

。人魚
にんぎょ

を食
た

べ長寿
ちょうじゅ

になった老婆
ろうば

が数百
すうひゃく

年前
ねんまえ

の情景
じょうけい

を思
おも

い出
だ

し「中条
ちゅうじょう

でも昔
むかし

は鰯
いわし

が捕
と

れていた」と、時
とき

の流
なが

れを嘆
なげ

く

昔話
むかしばなし

。

4 び 備後
びんご

絣
かすり

伝統
でんとう

の　技術
ぎじゅつ

が生
い

きる　備後
びんご

絣
がすり 【備後

びんご

絣
がすり

】日本
にほん

三大
さんだい

絣
がすり

のひとつで、江戸
えど

時代
じだい

後期
こうき

の文久
ぶんきゅう

年間
ねんかん

に冨田
とみた

久
きゅう

三郎
さぶろう

によって創案
そうあん

。ピーク時
じ

には全国
ぜんこく

の七
なな

割
わり

の生産
せいさん

を誇
ほこ

った。染色
せんしょく

の

技術
ぎじゅつ

は現在
げんざい

のデニム生産
せいさん

に活
い

かされ、地場
じば

産業
さんぎょう

を支
ささ

えている。

5 ほ 本郷
ほんごう

川
がわ

清流
せいりゅう

に　ホタルがおどる　本郷
ほんごう

川
がわ 【本郷

ほんごう

川
がわ

】本郷町
ほんごうちょう

を通
とお

り、松永
まつなが

へと流
なが

れる二
に

級
きゅう

河川
かせん

。ホタルが生息
せいそく

する。西岸
せいがん

には鎌倉
かまくら

時代
じだい

に築城
ちくじょう

されたとする大場
おおば

山城
やまじょう

（別名
べつめい

　本郷
ほんごう

城
じょう

・古
こ

志
し

城
じょう

）がある。

6 ひ かかし祭
まつ

り 師走
しわす

きた　豊作
ほうさく

祝
いわ

おう　かかし祭
まつ

り
【かかし祭

まつ

り】東村町
ひがしむらちょう

にて行
おこな

われる、秋
あき

の収穫
しゅうかく

に感謝
かんしゃ

し農作業
のうさぎょう

の苦労
くろう

をかかしに託
たく

してねぎらうユーモラスな祭
まつ

り。かかし約
やく

１００体
たい

が沿道
えんどう

に並
なら

べ

られる。

7 ふ 福塩
ふくえん

線
せん

備後
びんご

の地
ち

　つなぐ架
か

け橋
はし

　福塩
ふくえん

線
せん

【福塩
ふくえん

線
せん

】福山
ふくやま

駅
えき

から三次
みよし

市
し

の塩町
しおまち

駅
えき

を結
むす

ぶ路線
ろせん

。路線
ろせん

総延長
そうえんちょう

は78キロ。1914年
ねん

7月
がつ

21日
にち

に開業
かいぎょう

した両備
りょうび

軽便
けいべん

鉄道
てつどう

が福塩線
ふくえんせん

の始
はじ

まり。

8 ま 万能
ばんのう

倉
くら

駅
えき

読
よ

み方
かた

が　むずかしい駅
えき

　万能倉
まなぐら

駅
えき 【万能倉

まなぐら

駅
えき

】駅家町
えきやちょう

万能倉
まなぐら

にある福塩
ふくえん

線
せん

の駅
えき

。駅家町
えきやちょう

にある三
みっ

つの駅
えき

の一
ひと

つ。地名
ちめい

は古代
こだい

山陽道
さんようどう

が通
とお

り多
おお

くの倉庫
そうこ

があったためといわれてい

る。

9 ま まなびの館ローズコム 学
まな

びあう　市民
しみん

が集
つど

う　ローズコム
【まなびの館ローズコム】福山市

ふくやまし

中央
ちゅうおう

図書館
としょかん

、福山市
ふくやまし

生涯
しょうがい

学習
がくしゅう

プラザなどの複合
ふくごう

施設
しせつ

。２００８年
ねん

７月
がつ

１日
にち

開館
かいかん

。江戸
えど

時代
じだい

、付近
ふきん

一帯
いったい

に藩主
はんしゅ

の下
しも

屋敷
やしき

が建
た

てられていた。

10 あ アスパラガス シャキシャキと　歯ごたえしっかり　アスパラガス 【アスパラガス】新市町
しんいちちょう

を中心
ちゅうしん

に昭和
しょうわ

５６年頃
ねんごろ

より栽培
さいばい

を開始
かいし

。県内
けんない

の産地
さんち

で最
もっと

も早
はや

い２月
がつ

から十月
じゅうがつ

頃
ごろ

まで出荷
しゅっか

される。

11 あ 杏
あんず

まつり 唐桃（からもも）の　香
かお

り漂
ただよ

う　杏
あんず

まつり
【杏

あんず

まつり】田尻町
たじりちょう

全体
ぜんたい

が会場
かいじょう

となるイベント。田尻
たじり

の杏
あんず

は、天和
てんわ

元年
がんねん

（1681年）、阿闍梨尊意（あじゃりそんい）が大分県
おおいたけん

から円明寺
えんみょうじ

の住職
じゅうしょく

とし

て来
き

た時
とき

、杏
あんず

の種
たね

を植
う

えたのが始まりとされてる。

12 し 市章
ししょう

福
ふく

よ来
こ

い　蝙蝠
こうもり

羽
は

ばたく　福山
ふくやま

市章
ししょう 【市章

ししょう

】蝙蝠
こうもり

は東洋
とうよう

で縁起
えんぎ

の良
よ

い動物
どうぶつ

として知
し

られる。市章
ししょう

は蝙蝠
こうもり

と山
やま

かたどっている。福山
ふくやま

出身
しゅっしん

の有名
ゆうめい

建築家
けんちくか

の武田
たけだ

互
ご

一
いち

がデザインの選定
せんてい

に関
かか

わった。

13 ぬ 沼隈
ぬまくま

ぶどう 大粒
おおつぶ

の　甘
あま

み広
ひろ

がる　沼隈
ぬまくま

ぶどう
【沼隈

ぬまくま

ぶどう】沼隈
ぬまくま

は、県内
けんない

屈指
くっし

のブドウ産地
さんち

。2008年の北海道
ほっかいどう

洞爺湖
とうやこ

サミットでは、広島県
ひろしまけん

を代表
だいひょう

する果実
かじつ

として世界
せかい

各国
かっこく

から集
あつ

まった約
やく

2500名
めい

の関係者
かんけいしゃ

に振
ふ

る舞
ま

われた。

14 は ばら公園
こうえん

七色
なないろ

の　優
やさ

しさ溢
あふ

れる　ばら公園
こうえん 【ばら公園

こうえん

】「戦災
せんさい

で荒廃
こうはい

した街
まち

に潤
うるお

いを与
あた

え、人々
ひとびと

の心
こころ

に和
やわ

らぎを取
と

り戻
もど

そう」と、1956年、南公園（現在のばら公園）付近の住民が、ばらの苗

約1,000本を植え付けたのがはじまり。


